
「ビキニ事件」最新資料

●ビキニ「死の灰」世界各地へ
・米公文書「キャッスル作戦」放射性
降下物記録抜粋 (Pl～31)

気ミ輛=鳳iム』蕊i認孫IL」点ヽ 単 提
供

・
沢
田

昭
二
氏

米国がキャッスル作戦と称してビキニ環礁で1954年 3月 1日 から5月 14日 まで6回行つた水爆実験による放射
性降下物の測定結果。単位 d/m/ft2は 1分間に1平方フィート当たりの降下物中の原子核の崩壊数

翁第五海福丸
元操機長の

記」  (P32～ 45)
Ｆ

ｌ

第五福竜丸と同じ航路を経て第五福竜丸が脱出し

た後に、ビキニの放射能汚染海域に入り13日 間の操

業をした時の記録が「日記」に残されていた。

「体が痛い」という症状や日本国内の放射能検査
のこと、他のマグロ船との交信の様子が明るみにな
る貴重な記録。

編集 0高知県太平洋核実験被災支援センター
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米
国
が
１
９
５
４
年
３
～
５
月
に
中
部
太
平
洋
の
ビ

キ
ニ
環
礁
で
実
施
し
た

一
連
の
水
爆
実
験
で
、
放
射
性

降
下
物
「死
の
灰
」
が
大
平
洋
を
越
え
て
広
が
り
、
日
本

や
米
国
な
ど
に
も
降
下
し
て
い
た
こ
と
が
日
本
の
研
究

者
が
入
手
し
た
米
公
文
書
で
裏
付
け
ら
れ
た
。
米
国
が

制
窃
［
醐
「
動
潮
鰊
議
悧
』
衆
畔
叡
被ひ量
帥
躁
難
“
開
藁

と
を
示
す
資
料
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。

（枝
松
佑
樹
）

米公文書
の放射性降下物総量を示す地図 (太平洋all半球)

鐵
椰
ビ
キ
ニ
本
爆
実
験

米
国
が
１
９
５
４
年
３
月
１
ョ

か
ら
中
部
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル

癬́
鍵
輩
蒙
諄
驚
濾
淵

月
ま
で
に
６
回
爆
発
さ
せ
た

（
う

面
的

な
関
係
は
明
ら
か
」
と
し

て
、

「太
平
洋
で
冬
季
に
実
験
を

行
え
ば
居
住
地
域

へ
の
早
期
の

（降
下
）
確
率
を
縮
小
で
き
る
」
と

結
論
．
放
射
能
汚
染
を
抑
え
る
方

法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
　
一，合
衆
国
南
西
部
で
日

本
の
約
５
倍
（
の
降
下
】

と
い
う

被
曝
を
裏
付
け
る
科
学
的
資
料

で
、
核
実
験
が
地
球
規
模
の
環
境

汚
染
問
題
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

国
は
実
態
解
明
を

山
下
正
寿

・
高
知
県
太
平
洋
核

実
験
被
災
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
の
話
　
被
災
船
の
乗
組
員
ら
が

健
康
被
害
を
訴
え
た
の
に
、
日
米

両
政
府
の
政
治
決
着
に
よ
り
調
査

さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
報
告
書
は

被
害
者
が
第
五
福
竜
丸
だ
け
で
は

な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
国
は

実
態
解
明
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

単位d/m/辞
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水爆実験の6回の爆発による1954年 7月 1日 時点で

水
瀑
実
験
後
に
観
測

報
告
書
は
５５
年
５
月
に
米
気
象

局
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
ヽ
全
２

２
７
な
。
写
し
が
８４
年
に
機
密
解

除
さ
れ
た
。
広
島
市
立
大
広
島
平

和
研
究
所
の
高
橋
博
子
講
師
ら
が

分
析
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

一
部

は
研
究
者
の
間
で
知
ら
れ
て
い
た

が
、
今
年
３
月
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
の
ホ
ト
ム
ベ
ー
ジ
で
全
文
が
見

つ
か

っ
た
。

か
つ
て
米
国
が
公
開
し
た
、
最

初
の
水
晨

「プ
ラ
ボ
■
」
の
爆
発

か
ら
２
日
後
ま
で
の
降
灰
の
範
囲

を
示
し
た
地
図
で
は
、
ビ
キ
ニ
環

礁
か
ら
風
下
の
東
に
向
け
て
１
万

８
千
平
方
♂
に
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
降
灰
が
世
界
規
模
に
広

が

っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
入
手
さ
れ
た
報
告
書
に

は
４
カ
月
間
に
わ
た
る
観
測
結
果

が
数
値
で
示
さ
れ
て
い
る
。

ビ
キ
ニ
環
礁
か
ら
東
西
に
長
い

精
円
状
に
降
灰
が
広
が
り
、
日
本

や
米
国
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
な
ど
世

界
中
に
降
灰
が
あ

っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
、
そ
の
総
量
は
２２

・
７３
ノ
キ

ニ
リ
ー
と
算
出
さ
れ
て
い
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
米
国
は
実

験
に
あ
た
り
、
放
射
性
降
下
物
の

観
測
を
目
的
と
し
て
世
界
中
に
観

測
所
を
設
置
”
粘
着
フ
ィ
ル
ム
を

使

っ
て
降
灰
量
を
記
録
し
た
。
日
¨

本
で
も
米
国
施
政
下
だ

っ
た
硫
黄

島
や
沖
縄
の
ほ
か
、
東
京
、
三
沢

の
両
米
軍
基
地
、
広
島
、
長
崎
の

原
爆
傷
害
調
査
委
員
会

（
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｃ
）
で
観
測
し
た
。

６
回
の
爆
発
に
よ
る
降
灰
量
を

１
平
方
澪
（
約
Ｏ
ｏ
０９
平
方
厨
）
の

粘
着
フ
ィ
ル
ム
上
で
１
分
間
に
崩

壊
す
る
原
子
の
数
（
ら
ヽ
日
、
コ
ご

で
表
し
、
太
平
洋
側
半
球
と
大
西

洋
側
半
球
に
分
け
て
地
図
に
記
し

た
。
そ
の
上
で
各
観
測
所
の
降
灰

量
に
応
じ
て
、
等
高
線
の
よ
う
な

「放
射
能
等
値
線
」
を
記
し
た
。

報
告
書
は

「対
流
圏
の
流
動
パ

タ
ー
ン
と
族
射
性
降
下
物
と
の
全

記
述
も
あ
る
。
各
観
測
所
の
数
値

の
単
位
は

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
と
は
異
な
り
、
降
灰
の
影

響
が
ど
れ
ほ
ど
あ

っ
た
か
は
今
後

研
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

実
験
当
時
に
近
海
を
航
行
し
て

被
曝
し
た
漁
船
や
貨
物
船
は
延
べ

１
千
隻
を
超
え
る
と
も
い
ゎ
れ
、

が
ん
な
ど
の
健
康
被
害
を
訴
え
る

元
乗
組
員
も
多
い
。
だ
が
、
日
米

両
政
府
は
５５
年
に
７
億
２
キ
万
円

の
補
償
金
で
政
治
決
着
し
、
第
五

福
竜
丸
以
外
の
被
書
実
態
は
そ
の

後
調
査
さ
れ
な
か

っ
た
。

高
橋
講
師
は

「元
乗
組
員
ら
の

ち
１
回
は
エ
ニ
ウ

ェ
ト
ク
環
礁
）。

３
月
１
日
に
爆
発
さ
せ
た
「プ
ラ

ボ
ー
」
は
広
島
型
原
爆
の
１
千
倍

の
威
力
が
あ
り
、
近
海
で
操
業
中

だ

っ
た
第
二
福
竜
丸
の
乗
組
員
２３

人
が
破
曝
。
半
年
後
に
無
線
長
の

久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
死
亡
し
た
。

ビキニ水爆実験「キャッスル作戦フォールアウ嬌己録」公開までの経過

2010,9,27 高知県太平洋核実験被災支援センター

<「死の灰」についての日本側の検知 >
・  1954年のビキニ事件当時、第五福竜丸の後に日本に寄港したマグロ船から次々と放
射能が検知され (第人順光丸・ 30000カ ウント、第 12高知丸 。3000カ ウント、第
二幸成丸・4000カ ウント、第 11高知丸 5000カ ウントなど)、 多くの船員からも500
カウントを超える検知がされたが、そのまま放置された。実験中に通過しただけの貨物

船・捕鯨船・客船等 18隻 も死の灰が降り、「弥彦丸」「神通川丸Jな ど急性放射能症で
入院した船員もいた。

・  1954年 日本の各大学、研究所で放射能雨が測定され、 5月 16～ 28日 にかけ、降
雨 1リ ットル当たり、京都 86000カ ウント、静岡 19500カ ウント、東京 10000カ
ウントと報道されるなど大問題となった。中央気象台の島田健司氏は、「5月 中旬にな
ると、南から気流が北上し、日本列島上の梅雨前線によつて放射能をおびた塵が雨にな
つて降つたJ「 5月 5日 (ヤ ンキー)の核実験で、日本を襲った放射能雨は400～ 50
oメ ー トル以下の下層大気の直接的な汚染」と分析した。また、当時アメリカの支配下

にあつた沖縄では、放射能雨の検知は米軍の調査班に一任され、那覇で天水を容器に入

れ,ガイガー管を 1セ ンチまで近づけて検査 (雨水は乾燥して塵を検査するもの)の結
果 「有害な放射能は無い。絶対安全であるとJ新聞報道されている。正規に米軍が嘉手
納基地内で測定した放射能数値は 12833D/MFT2(2月 28日 ～ 7月 1日 の総量)で
あり、沖縄は当時島民の 8割が天水を利用していた。

・  5月 15日 ～ 7月 7日 まで政府の調査船「俊こつ丸Jは ビキニ周辺海域で放射性降下
物による海水 (7000カ ウント)、 プランクトン(10000カ ウント)かつおの内臓 (480
ooカ ウント)の汚染を記録した。また、ウエーキ島周辺で 17400カ ウントの放射能
雨を検知した。

・  1956年に「第 2次俊こつ丸Jが 5月 26日 ～ 6月 30日 まで調査したが、大気中に
95231の 著しい放射能が検出され、海水の汚染は北赤道海流の南までひろがってい
た。この期間中にビキニで 3回,エニウェ トクで 7回の核実験が行なわれた。

・  1958年に海上保安庁「拓洋J「 さつまJが南太平洋の観測中、 7月 14日 、雨から 1
08000カ ウントを検知し、2隻は急速南下しラバウル港に避難した。 2隻の乗組員
に自血球減退症が多発、観測員が急性放射線障害と診断された。この年の4月 ～ 8月「ハ

ー ド・タック作戦Jで 34回の核実験が太平洋の環礁で行なわれていた。
目  1961年 の第 39国会・科学技術振興対策特別委員会での「放射性降下物の蓄積の実態
など」について田島英三参考人(立教大学)は 「1958年 の核実験停止までに、ス トロン
チウム90が約 9メ ガキュリー (9百万キュリー)、 うち3メ ガキュリーが実験場近く
に落ち、成層圏に打ちあがった 4, 5メ ガキュリーが地上に蓄積し、 1, 5メ ガキュリ
ーが成層圏に残つている。」と発言している。

≦米原子力委員会公文書の解明について>
E  2001年、マーシャル諸島現地の米核実験被害が、米政府が認定している地域以上に
広がりをもつていることをアイルック環礁で竹峰誠一郎 (早稲田大学院生 :当時)が本
格的に調査する。

放射性降下物の拡がりに着目し、ビキニ水爆被災像の見直し作業をするなかで、米原

子力委員会が米気象局と55年に作成した報告書の抜粋版「WORLD― WIDE WttLOUT
FROM OPERAT10N CASTLE」 (Extracted ttrsion)を入手した。

・  2005年、高橋博子 (広島平和研究所)が呼びかけ、ビキニ水爆被災をはじめとする
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核実験に関する米原子力委員会の資料を分析し、米国の核実験による被ばく
の実相を明

らかにすることを目的に、広島平和研究所主催の研究ワークシヨップが開催された。

プロジェクト・メンバー (増田善信・元気象研究所室長,沢田昭二
。名古屋大学名誉

教授、川野徳幸・広島大学原爆放射線医学研究所,竹峰誠一郎・早稲田大学アジア太平

洋研究科)が専門的見地から多角的に分析した。

高橋 が米公 文書館 で収集 した各種 資料 が提示 され る と共 に、竹 峰
か ら

「WORLD‐WIDE Ⅳ此LOUT FROM OPE]Ⅳ rTIoN CASTLE」 の資料が提示された。

議論のなかで、日本気象学会が 1954年 5月 総会で、
「水爆実験禁上に関する声明書」

を採択し、「水爆実験によつて成層圏に打ち上げられた放射能を持
つ多量の灰は、地球

をかこむ大気の大循環のために世界中に運ばれるJと 、当時から警鐘を鳴らして
いたこ

とが、増田善信から紹介される。

l  プロジェクトの議論を踏まえ、放射性降下物が地球規模に飛散したことを念頭に入れ、
米公文書の追加調査を竹峰が進める。2006年

「ビキニとヒロシマ・ナガサキをつなぐ

一一グローバル・スケールの汚染とABCC」 (『 ヒバクシヤと戦後補償』凱風社 所収)
を発表。

=  2008年、南海放送「わしも死の海におつた」製作中に、「WORLD‐ WIDE Ⅳ軋LOUT
FROM OPERAT10N CASTLE」 などの資料が、竹峰より提供される。高知県太平洋核

実験被災センターの山下正寿が、第五福竜丸以外の被災船問題
の解明という点から、同

資料に新たに光をあてる。

・  2010年 3月 、同報告書は重要なページが削除されていたため南海放送の伊東英朗デ

ィレクターが米エネルギー省の膨大なインターネット資料のなか
から、84年に機密解

除された、核実験中のフォールアウト数値が入つた
「WORLD‐WIDE Ⅳ軋LOUT FROM

OPE■WION CASTLE」 の完全版の資料を発見した。

・  2010年、同資料を、山下が平和資料館 「草の家」の山根和代の協力で和文翻訳を依
頼し、専門家や関係者の意見にもとづいて加筆

・修正し、要点を付け加えてインターネ

ットや冊子でよびかけた。

参考資料
・書籍
「かえれビキニヘ」三宅泰雄 (水曜社 )
「核の冬」増田善信 (新草出版 )
「核の灰のゆくえJ葛城幸雄 (新草出版 )
「隠されたヒバクシャ」前田哲男監修(凱風機

「封印されたヒロシマ・ナガサキ」高橋博子(凱風社)

「ヒバクシャと戦後補償」高橋博子・竹峰誠一郎 (凱風社 )

「核戦争と人類・地球
。宇宙J(平和文化)

「ビキニ事件の表と裏J大石又七 (かもがわ出版)
「もうひとつのビキニ事件」高知県ビキニ水爆実験被災調査団 (平和文化)

・DVD
「わしも死の海におつた」南海放送 (2010年版、米原子力委員会キャスル作戦資料映像

入り)
「ビキニの海は忘れない」幡多高校生ゼミナール (1990年、核実験被災船を追跡する

高校生)

連絡先 高知県太平洋核実験被災支援センター事務局

T/F 0880-66-1763 携帯  090-4973-2192
e‐ mail  masatosi.sk、 Oorange.zero.iD

〒 788-0785 高知県宿毛市山奈町芳奈 2779-2

A Facttmib Reportの 英文資料の要点について

(ビキニ水爆実験・キャッスル作戦の放射性降下物記録)

原文  https://wvハ■osti.印v/opennet/servlets/pur1/16060291-9e4qav/16060291.pdf

2010年 11月 20日  高知県太平洋核実験被災支援センター

(e‐mail masatosi.sky@orange.zero.jp)

。この資料が、間違いなくアメリカ原子力委員会のものであるか

これはアメリカのエネルギー省技術情報センターが模写しています。

IV頁によると、その報告は米国気象局科学サービス部門の特別プロジェクトセクション

代表の Dr.Lester Machtaの もとで作成された。監視プログラムは、原子力委員会、ニュ

ーヨーク作戦オフィス、健康・安全研究所 Merril Eisenbud代 表によって作られた。

口誰のために何の為に、何の目的のために記録されたものなのか。

VI頁の要旨にあるが、いつ核実験をすればアメリカにとって良いのか、つまり放射能

の影響が少ないのかを知るために記録されたと考えられる。下の結論部分には次のよう

に書いている。「人が住んでいる地域への初期の死の灰 {原文訳 :破片}を減らすには、

冬に太平洋で核実験をすることであろうJと。「季節が変わると気象の関係で死の灰は温

帯性の地域に流入している。熱帯地方以外ではアメリカの南西部が、日本の 5倍ほど死

の灰を受けている。アメリカにおける最大値は、1平方フィートにつき 1分間で200,
000の崩壊数であった。(アメリカがビキニ水爆実験の「被災国Jである事実は、米国
議会公聴会で問題となった以外、ほとんどのアメリカ国民は知らされていない模様)

・ それぞれの数値の基本的な内容
100日 間毎日観測して、100日 後の「放射能減衰曲線Jに よる数値を出している。
キャッスル作戦の放射性降下物総量は22,73メ ガキュリー (1キュリーの 100万
倍 1キュリーは 1グラムのラジウムが 1秒間に放出する放射能の量、1グラムのラジウ

ムから毎秒約 370億個の放射能・アルファ線が出ている)この数値は、放射性元素ラ
ジウム 22, 73ト ンに値する。しかも、「20Kト ンの原爆から生じる核分裂生成物
のベータ放射能は実験の 1日 後、推定約 266メ ガキュリーである。」と書かれている。
キャッスル作戦は総核威力48,3Mト ンであり、単純加算すれば641000メ ガキ
ュリーの放射能が地球を汚染したことになるが、更なる分析が求められる。

・世界各地(122箇所)に測定ポイントを決めたのは、なぜか。

水爆実験記録の独占化の 1つ として死の灰の世界的影響を知るためだろう。日本は

三沢 。東京・沖縄・硫黄島の米軍基地と広島。長崎の原爆傷害調査委員会に設置した。

・風向きを資料に記入したのは、どんな根拠からか。

東風・西風・貿易風などの風向きと成層圏上部,対流圏界面、成層圏下部の高さに

沿って死の灰の動きを追跡している。たとえばブラボーのときに 3月 7日 、8日 にアメ

リカ大陸に達した死の灰は平均約 40ノ ットの西風によると判断している
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***** 各章の要点 *****
第 1章

1954年マーシャル諸島でキャッスル作戦が行われた。死の灰の動きを知るために、原

子力委員会のニューヨーク作戦室健康 。安全研究所では世界で 122か所の観測所を
設置した。(図 1.1,1.2)ア メリカの気象庁やカナダの原子力委員会や気象庁も協力した。

すべての観測地で、同時に毎日12:30G.C.■に開始してデータ収集を一日2回行つ

た。船でのデータ収集も行われた。

第 2章

核実験は予測しなかつた威力のため、その影響力や 4万フィー ト以上の風について正

確に測定できていない。

2.1ブラボー

1954年 2月 28日 (グ リニッジ標準時} 15メ ガトン

アメリカには 3月 7日 と 81日 に死の灰が届いた。死の灰は西風で運ばれた可能性が

高い。注目すべきことは、死の灰が熱帯地方に残ること。10度 Sから20度 Nの緯度

の地帯において最も死の灰があり、特に南北アメリカ方面への流出が見られた。

2.2ロ メオ

1954年 3月 26日 実験 11メ ガ トン
4月 4-5日 までにアメリカに死の灰が届いた。また熱帯地方に1死の灰が落ちた。

2.3ク ーン

1954年 4月 6日 実験. 0、 11メ ガ トン
小規模なで実験であり、 11日 前に核実験をしているので、今回の1死の灰の追跡は不

可能である。4月 13日 にはアメリカ南西部へ死の灰が届く。

2.4ユニオン

195‐ 4年 4月 25日 実験 7メガトン

5月 2日 にオレゴン州、5月 5日 には申南米へ死の灰が届く。

2.5ヤンキー                               ミ

1954年 5月 4日実験 13,5メ ガトン
西風が強く、5月 8日 にメキシヨ市に死の灰が届く。 51月 9日 までにアメリカ西部の

平原のある州やロッキー山脈に。アメリカ西半分に 1週間以上にわたってかなり死の

灰が降る。西の方では5月 6日 までにコロール、シンガポールには 51月 9日 に届く。

2.6ネ クター                              ゞ

1954年 5月 13日実験 1, 7メ ガトン。
ヤンキーとネクターの実験はわずか 9日 しか離れていないので、死の灰の区別をする

のは不可能。

第 3章1 世界的な死|の灰の降下物総量

3・ 1全体で

死の灰の測定箇所は実験場の風下になかったので、近接の死の灰の測定はできてい

ない。図 3.1と 3, 2は、 1954年 2月 28日 から6月 30日 までの死|の灰全体
を示している。世界で平均的な死の灰は、9194d/m/ft2 、総量 22,73メ ガキュリーで

ある。

3.2個別の実験の死の灰の合計

個別の実験で生じた死iの灰の合計数値は、各調査地での値 (d/1n晟2)を合計した。

核実験の後 100日 の1値であるもデ~夕 がない場合は、その合計は括弧の中に記入し

たO                       F
図 &a3.4は、ブラボーからの死の灰の世界的な分布を示している。

28日 から4月 5日 までの死の灰の量を示している。 1954年 7
4.79メ ガキュリーあるいは放射1性降下物の合計 3,74メ ガキュリーで、

の平均値は、1937d/m/ft2で ある.。

図3.5,3.6は、ロメオの死の灰を示している。 7月 1日の時点で 3.57メ ガキュリー

あるいは放射性降下物の合計 3.7■ メガキ■リーでヽ平均値は 1445d/m/ft2で ある。

ユニオンの場合 (図 3.7,3.8)7月 1日 の時点で 0.70 oF l.13メ ガキュリーに対して

平均値は 284“耐ft2である。

ヤンキーの場合図 3.9,3.10に示されている。5月 21日 までの場合、3_01メ ガキュ

リー‐に対して平均値は 1219d/m/ft2である。

ネクターの場合、図 3.11に示されている。実験後 100日 後の 0,20メガキュリー、
そして1954年 7月 1日 の0.47メ ガキュリーに対して、平均値は81d/m/ft2である。

3.3ベータ収率の比較

1954‐ 年 2月

月 1日 の時点で

実験 100日 後

-5-



キャッスル作戦で観沢1さ れたすべての死の灰と
ベータの量を比較することは可能で

ある。「核兵器の影響Jと いう本で述べられた核分裂収率とベータの関係が正しいとし

て、 20ktの 原爆の核分裂生成物のベータは、実験の 1日 後約 266メ ガキュリー

である。「放射能減衰曲線」で算定したキャッスル作戦での
ベータは、表 3.1に示さ

れている。

3.4 気象学上の解釈
ブラボー実験の死の灰は、日本ではほとんど見られなかつたし、硫黄島でもほとん

どなかつた。太平洋高気圧は冬や春の初期にはなかつたが、 5月 初期のヤンキーの実

験の際太平洋高気圧が強まり、日本には大量の死の灰が降下した。多分夏と初秋
の実

験では日本は最も放射能汚染されるであろう。冬に実験をすれば少なくなるだろう。

同様にメキシコ、中央アメリカ、フイリピンにおいても降水量が少ないので、他
の季

節に比べれば冬の核実験では放射性降下物を最小限にすることができるであろう。

3.5 各観沢1値における最大値

各観測地の最大値は、図 3.12,3.13に示している。ほとんどの観測地での最大値
の理

由は、5番 目のImkeeの実験のためである。これはヤンキーが他のより核分裂収率が

最も高いためだけでなく、爆発に関連した気象条件のためである。対流圏偏西風がよ

り早く、死の灰がアメリカにさらに早く運ばれた。さらに太平洋東部の風は西
の南西

部から来ており、アメリカの南西部と南部にあらたに死の灰を運んだのである。

太平洋の西側においては季節の関係で太平洋西部の高気圧が強まり、ヤンキ
ーの実

験の死の灰が低レベルだが日本列島に運ばれた。もつともこのレ
ベルのものは一般的

に東に運ばれたが。

ヤンキーの実験で 200,000d/m晟 2を超えたのは、アメリカで 2か所ある。モンタナ

州のビリングズとユタ州のソル トレイク市である。これらの値は日本や太平洋
の島々

の観沢1地でのどの値よりも高いのである。 (ただしクサイ
エ,ポナペ,ク ワゼリンでは、

観測を実験の約 2週間後に行つたので、その値は最大値を示してはいないであろう。)
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要約

キャッスル作戦後の放射性降下物の観測のため、粘着フィルムを使用した世界的規模の観測ネ

ットワークが設置された。気象データは乏しいものの、対流圏の流動パターンと観測された放射

性降下物との全面的な関係は明らかであつた。「放射能微塵」は熱帯地方に留まる傾向があり、主

に帯状流による気象擾乱に関連する温帯地方への流入がみられた。季節が進むに従い、この流入

はさらに明らかとなつた。熱帯地方以外では、合衆国南西部で、最大の全放射性降下物があり、

日本の約 5倍であつた。核実験場直近地域外で一連のキャッスル実験からの、1954年 7月 1日

までの全世界の放射性降下物の総計は、生じた核分裂放射能の総計の約OO(原稿削除箇所)だ
と推定される。

収集日について補正して、合衆国内の企観測所を通じ.て一日当たり最大の放射
`性
降下物は20

方 d/mノば であつた。 (訳者注 :d/m/ft2は 1平方フィート当たり、毎分何個の放射線を放出する

崩壊があつたかの数を表し、今日では1秒当たりの崩壊数のベクレル (Bq)ヵ 用`いられ、60で

割れば求まる.。 かつてよく用いられたキュリー (Cめ とめ関係は、lCi=37GBq(ギガベクレ

ル)、 lBq=2.7× 10~1lCiである。)

居住地域での早期の放射性1降下物の蓋然性は、太平洋で行う核実験シリーズを冬季に行うこと

で削減できるであろうと結論付けられる。

第 1章

嚇

1954年の春、マーシヤノレ諸島の原子力委員会 (AEC)の太平洋核実験場において、キャッス

ル作戦と呼ばれる
二連の核実験が行われ.た。最近の他の核実験シリー:ズ先 (1、 2、 3)と同じ

く、粘着性酢酸セルロースフィルムを使用し|た広範囲にわたる試料採取所カ
ーミ、原子力委員会ニュ

ーヨーク事業管理事務所衛生・安全研究所によつて設置され、爆発の結果生じた放射性粉塵の堆

積観根1を行つた。キャンスル作戦のため、世界規模を示す122箇所の採集場所を含むように、

粘着性フイルムのネットワークは大幅に拡張された (図 1.1、 1.2)。 合衆国気象局は、大陸内の

国内39箇所、海外 14箇所で観演1‐。航空気象部が海外 23箇所、国務省 31箇所、海軍及び沿岸警
‐

備隊3箇所、原爆傷害調査委員会 (ABCC)による2箇1所、カナダの気象庁が 9箇所、カナダ
原子力委員会が 1箇所の採集場所で協力した。全採集場所は連日グリ‐ッジ標準時 12時 30分よ

り同時に開始して24時間、2つの採集を行う計画を立てた。

カロえて、太平洋を航海予定だつた軍事海上輸送部のほとんどの船舶に粘着フイルム装着台が設置

された。船上の収集もまた連日行‐われた。

放射能微塵の移動メカニズムと粘着フィルムの|サンプルの持つ代表性については、前呵の報告
で論じた。今回の一連の観測での技術面の変更は、減衰補正と融雪装置の北方採集場所への設置
である。

積雪地方で使用するために改造された粘着テープ台は、サーモスタット制御の発熱体で暖めら

れた0.5平方フィートの平板で出来ている。融水は表面を流れ、観測が標準的な粘着フィルム上

の降雨のものと、比較できるようにされた。

減衰補正と個々の爆発の測定放射能割り当ての1手順を単純化する|ため、「放射能微塵」がどのよ

うな爆発によるものかが不確かな場合には、やや恣意的に爆発を割り当てる方式がとられた。太

平洋諸島及び船舶から収集された放射能は全て直近の爆発由来であると仮定され―、その1他の地域
では直近より前の爆発由来であると仮定された。恣意的な方法の誤りが明らかに示された場合に

は、より適切な爆発に由来するものとされた。太平洋とその近辺における観測の場合は、放射能

がどの爆発由来であ―るかは、大抵、「放射能微塵」の軌跡調査とともに観測された放射能増加との

関連で決定可能であった。他の地域では、通常は恣意的に爆発を指定する必要があった。日々 の

放射`性降下物の値を示す地図は全て、減衰補正を算出するため―に爆発の指定が行われたことを示

している。他に示されない限り、全ての放射能の1値は、 1分当りの粘着フィルム1平方フィート
当りの崩壊する「原子の数」を単位とする。その値は爆発 100日 後の減衰した値をとる。全体に

わたり、核融合の放射能の減衰には♂
2(外
挿法 。「放射能減衰曲線」)の法則が使用された。

日々 の放射性降下物の地図は、船舶からのデーータにはかなりの不確実性が|あるため、陸地の観

測所からのデータのみ記載されている。船舶の位置は不完全にしか把握されておらず、特に航行
の途中激しい放射性降下物に曝された船では、処理や郵送時のサンプルの二次汚染防止の手順は

不適切であつた。船舶デーータは、放射性降下物の地1図への放射能等高線の描画、および陸上観測

所データの解釈に利用さ|れた。
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第 2章

キャシスル実験

一連のキヤツスル実験を、表 2.1に示す。

表 2.1 キヤッスル実験

爆発

NO。
コードネーム

日時

(1954ど手)

GCT
時間

総核威力

(MT)

耳
「
ノコ雲の推1定高さ

(単位 :千フイート)

下端 上端

ブラボー 2月 28日 1845 15 62 1■4

2 ロメオ 31月 26日 1830 11 62 110

3 クーン 4月 6 El 1820 0‐.11

4 ユニオ|ン 4月 25日 1810 7 53 94

5 ヤンキー 5月 4日 1810 13.5 74 110

6 ネタター 5月 13日 1820 1.7 45 72

)抜粋版に掲載された表による。なお総核威力に関し駅注 :表 2.1はNYO-46

てはまだ削除箇所あり]

3度目のものを除き、キヤツスル実験は全て高威力の爆発である。最初
の爆発はビキニ環礁で、

後続の4回はビキニ礁湖内の孵 (は しけ)で、最後のものは
エニウエトク環礁で行われた。

表 2.1の様に、キヤツスル実験で生成された放射能雲
のほとんどはカーヽなりの高度にまで達し、キ

ノコ雲は成層圏に優に到達、雲の
1大部分は通常の気象観測範囲の高度を超えた。こ

のため、あら

ゆる高度での「放射能微塵」の進路を測定するため
の、+分な気象学的軌跡データを用意するこ

とが不可能となつた。熱帯地域IFおける高高度気象観測′ほは極
めて少数で、4万フイートを超え

る高度における風の記録は事実上無いに等しく、当実験
のために特別に設置されたマーシヤル諸

島及び近辺に位置する少数の観汲1点に限られた。
これらの観測点においても、最高観測地点は 10

万フイートにも及ばない。

そのため、4万フイートを超える高度でのそれぞれの爆発
の気象学的軌跡は算出不可能で、さら

に低高度においても確実ではない。当報告書に記載
された軌跡データは、航空気象部 (SUPA支

局)職員によつて算出された。また、高度は 850‐mb(5千フイート)、 700‐
mb(1万フイート)、

500-mb(1万 8千フイート)、 ∞0-mb(3万フイート)、 200‐mb(4万フィ
ート)に限られた。

[訳注 l mbは大気圧の単位ミリ
バーンで、高度を大気圧で表したもの1

全キャッスル実験の温1度瀕1定結果は、主要な特徴できわ
めて類似していた。低層での明確な気温

逆転はなかつた (ロメオについては7千フイート辺りで気温逆転
がみられた)ρ 5千フィート辺り

-10- ― -11-―

までの空気はかなり湿気を含んでおり、その上ではいくらか乾燥していき、対流圏上部ではかな

り急速な減速率がみられていた。対流圏界面は4万 8千～ 5万 4千フィー トで、成層圏下部の減

率は極めて安定していた。爆発点とその付近で行われた観測で得た風のデータを図 2.1に示す。

2.1 ブラボー

最初のキャッスル実験 「ブラボ‐」は、1954年 2月 28日 、グリニッジ標準時 18時 45ず分にビ

キニ環礁の珊瑚礁にて行われた。生じた放射能微塵は 11万 4千フィートに達し、キノコ曇の底

部は約 6万フィー トであつたЮ このときの対流圏界面は約 5万 4千フィー トであったので、キノ

コ雲全体が成層圏にあつた。低空―の偏東貿易風は約 6千フィートに広がり、弱い西風が高度に従

って1強くなり、成層圏の底部 3万 5千～4万フィートでは1最大約 40ノ ットで、成層国の底部に

達した。東風は、気象観淑1高度の約 10万フイー トの高度にいたるまで成層圏全体で優勢であつ

た。この高度の東風は約 50ノ ットであつた。

雲の下部の軌跡を図2.2に示すが、移管ながら高高度での軌跡は描けない。約 10万フィー トま

での人手可能な証拠データ (マーシャル諸島及びグアムでの観測)は、成層圏下部での通常の東

風を示している。従つて、この部分の雲はフィリピンの方角へと移動した。 10万フィー ト以上

の雲の移動を示す利用できる観測はない。しかしながら、これらの高度では東風が優勢だつたと

推測さオしる。

ブラボー実験以降の時期の連日の放射性降下物を示した.地図は以下の点で大変興味深い。従前の

実験に|よ る核分裂生成物の放射能による背景放射線は無視でき、後続の実験は26日後まで行わ

れなかつたので、放射性降下物の地域の日々の展開をいつそう容易に見るこ―とが出来るからであ

る。



図 2.2 第 1回爆発 「ブラボーJ時の気象学的軌跡

※日付メモ.増田善信 (元気象研究室長)

東に移動した「放射能微塵」は、 3月 7日 と8日 にはアメリカ大陸に達し、西風は平均約 40

ノットであつたことを示しており、成層圏上部での少ない観測データとも一致している。西に向

かつた死の灰の経過状況は高度 5千フィー トの軌跡と一致しており、貿易風の層で運搬されたこ

とを示しているが、上層の東風とともに移動した成層圏の「放射能微塵」がこの降下物に加わっ

たことも大いにありうる。

ブラボー実験以降の期間の放射性降下物調査から浮上した最も特筆すべき事実は、「放射能微塵」

が南北回帰線内にとどまる傾向があることである。圧倒的な量の放射性降下物が見られたのは南

緯 10度から北緯 20度の緯度帯であり、ところにより南北半球のより温帯似1、 特に南北アメリカ

方面への流出がみられた。その一例は、3月 15日 から始まる期間の合衆国南西部で見ることがで

きる。この時期は、成層圏のほとんどに及んだ強い低気圧系が西海岸沖すぐに位置し、合衆国南

西部一帯に強い南西風が吹いた。この低気圧は 3月 18日 までゆっくりと東へ進み、南西風はミ

シシッピ川流域上空に達した。放射性降下物調査の地図によれば、当期間の放射性降下物は、熱

帯地方から「放射能微塵Jを運んできた南西風に関係 している。この放射性降下物は降水量と無

関係であることは大きな意味をもつ。最多の放射性降下物をみたのは最初の 3日 間であるが、こ

の間の降雨はなかった。いくつかの観測点で降雨報告のあった 18日 でさえ放射性降下物は南西

風が優勢だった地域でみられ、降雨の有無との密な関係性はなかった。やや類似した現象が 3月

21～25日 に起こったが、この場合はより広い範囲で降雨があり、観沢1された放射性降下物のパタ

ーンに大きな影響を与えた可能性がある。

22 ロメオ

ブラボー実験と同様規模の高威力を持つ、第 2回のキャッスル実験 「ロメオJは、1954年 3月

26日 グリニッジ標準時 18時 30分に孵上で行われた。生じた「放射能微塵Jの雲は 11万フィー

トに達し、キノコ雲の底部は6万 2千フィー トに達した。この爆発に関する風観測データは、事

実上全高度における弱い東風が 8万フィー トを超える高度で速度が増し、最高観双1高度 9万 5千

フィー トでは最大 92ノ ットが南東から吹いた。成層圏全高度における軌跡 (図 23)は、当初西

に移動したが、 3万フィー ト、及び 4万フィー トの軌跡は北へと曲がり、ごく短時間で東へと曲

がった。
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最低高度では西向きが続き、気象デ
ータは不確かではあるものの、28日 には 1万 8千

フイー ト

で合衆国方向へと戻つた。雲の最高高度
の成層圏の風は恐らく東から吹いており、

キノコ雲の多

くは西へ運ばれた。

キャッスル実験の第 1回 と第 2回には約 1ケ月
の経過があつたが、第 1回の爆発の

「放射能微塵 J

の存在は、放射性降下物のデータ
の調査によつて 2回 目の雲の展開を追跡する試

みの著しい妨げ

となつた。例えば、3月 31日 と4月 1日 に中央
及び南アメリカのいくつかの観沢1点

で、堆積放

射能に増加がみられたが、気象学的軌跡
が「放射能微塵Jの到達を示す数日前であ

つた。これが、

太平洋東部における気象観沢1が全く欠け
ており、実際は予測より強風だつたためな

のか、それと

も「放射能微塵」は本当にブラボ
ー実験のものなのかは不確かである。 (注意

:全ての放射性降下

物のデータは各爆発から 100日 後
の値を外挿法によつて推定したため、個

々の爆発での値は直接

には比較できない。推定係数は、爆発日時
と試料が計沢1された同時の両者に依存す

る。本項で述

べられている範囲では、爆発 1に
「放射能微塵」力浩Jり 当てられたとすれ

ば、爆発 2の値を 3倍

の因子で増やさなければならない。)

4月 2日 、3日 までに合衆国の湾岸に沿つて放射能
の増加が明らかとなり、4日 、5日 までに

は

爆発による「放射能微塵」が確かに合衆国
全域に到達したという十分な証拠が

でた。この場合も、

ブラボーの「放射能微塵」が初めて現れた時
と同じく、降雨は放射性降下物の発生に関係

しない

ように見えた。

少なくとも爆発後最初の数日間は、実験場
から西へ向かつた

「放射能微塵」の移動は、5千～ 1

万フイー トでの低空の気象学的軌跡
で示されたよりも高速であつた。西に運ばれ、

3月 29日 にヤ

ップ島やコロールに到達した
「放射能微塵Jが、成層圏の東風によるものか、沢1定

されたよりも

速い低空の貿易風によるものかは不確
かである。ここでもまた、ブラボーの

「放射能微塵」と同

じく、熱帯地方で放射性降下物がみられる傾
向があり、ところどころ合衆国

への流入があつた。

23 クーン

第 3回 目の実験「クーン」は、はるかに
小規模で 110KTの核威力であつた。1954年

4月 6日 グ

リニッジ標準時 18時 20分、ビキニにて爆発され
たが、曇りであつたため雲の特徴を正確

に観測

することができなかつた。恐らく、
キノコ雲の上端は対流圏界面のやや上空、

5万 3千フイー ト

でぁったと推定される。 5千フイー トまでは東風、そ
の上空約 3万フイー トまでは弱い南風、対

流圏界面までは約 30～40ノ ットの西風
であつた。11日 前の第 2回爆発からの放射性降下

物が大

量であつたため、クーンからの
「放射能微塵」の追跡は不可能であ

つた。気象学的軌跡 (図 24)

によると、最下層は西に移動し、対流圏
の中層部では何日間もマーシヤル諸島

の北あたりを迷走、

上層部は西へ向かつてハワイ諸島の南に留まった後、4月 13日 には合衆国西部に到達した。間違

いなくこの爆発から生じたはずの 「放射能微塵」の報告は、どの放射性降下物観没1′点からもされ

なかったが、ロメオに由来するものとされた放射能の一部は、この 2つの爆発からの 「放射能微

塵」が混合している可能性が高い。本報告では、放射性降下物はクーン由来のものとはされてい

ない。

24 ユニオン

1954年 4月 25日 グリニッジ標準時 18時 10日 、ビキニにて爆発された第 4回の実験 「ユニオ

ンJも また高威力のもので、高度 9万 4千フィー トと、成層圏にまで優に到達した。風のパター

ンは標準的で、低高度では偏東貿易風、その上空では弱く、対流圏界面近くでは西風となり、 7

万フィー トを超えると強い東風であつた。この爆発の軌跡を図 25に示す。 3～ 4万フィー トの

軌跡が正しければ、5月 5日 まで、またはその後においても、メキシコ及び湾岸にて 「放射能微

塵」が検出されなかったことから、この高度からの放射性降下物が極少量であったのは確かであ

る。5月 2日 にオレゴン州メドフォー ドで、またその後西部の州での放射性降下物は、 1万 8千
フィー トの気象学的軌跡と一致する。5月 5日 に中南米に到達した「放射能微塵」は、おそらく

3万及び 4万フィー トの高度で運ばれてきたことから、気象データの不足によってこの高度での

軌跡が誤つている可能性は大きい。ビキニ西部の放射性降下物は軌跡と一致しているようである。

前回の高威力爆発からlヶ月が経過 しているものの、かなりの量の放射性降下物が熱帯地域全体

で起こっており、ユニオンに由来するものとされた「放射能微塵」が前回の爆発のものではない

こと、またはロメオからと推定される放射能の一部が本当にユニオン起源ではないということは、

決して確かだとは言えないことに注意すべきである。

25 ヤンキー

第 5回の実験 「ヤンキー」は 1954年 5月 4日 グリニッジ標準時 18時 10分にビキニから爆発

された。高威力で、その雲は 11万フィー トに達した。
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概して、風は前回の爆発と類似していたが、対流圏
界面のすぐ下を流れる西風は、4万フイー ト

で 55～ 65ノ ットと前爆発よりも速い速度に達した。気象学的軌
跡を図 26に示す。「放射性微塵 J

は5月 8日 メキシコ・シテイに到達、5月 9日 には放射性降
下物が広く西部の週の平野地帯及び

ロッキー山脈にまで広がつた。この爆発で
の放射性降下物は、合衆国の西半分 (太平洋沿岸

を除

く)にかなりの量が一週間以上続いた。この地域でのヤ
ンキーからの放射性降下物は、規模の面

で、キャッスル実験のどの爆発をも超えた。西
へと向かつた 「放射能微塵」は、下層の貿易風よ

りも高速で進み、5月 6日 までには
コロール、5月 9日 までにはシンガポールに到達した。

ここ

でも、必要となる 25～30ノ ットの速度は、太平洋西部
の貿易風でみられるよりもいくらか速い

ため、高高度の東風が 「放射能微塵Jを運んだ可育旨性が高い。

26 ネクター

最後の実験 「ネクター」は、唯一
エニウエトクから爆発された。1954年 5月 13日 グリ

ニッジ

標準時 18時 20分に行われ、キヤッスル実験の他
の高威力のものよりもいくらか威力が低い。生

じた雲は、 7万 2千フイー トに達した。東風は 2万フイ
ー トまで広がり、その上空では弱い西風

が成層圏の底部まで広がつた。本爆発による軌跡 (図
27)は、北へ向かう要素が前爆発よりも

やや多く移動し始めている。

ヤンキーとネクターの間には 9日 間しかなく、2爆発間の
「放射能微塵」を区別することは事

実上不可能である。ネクター実験後の最初
の週に、「放射能微塵Jの発生源を区別する試みが行わ

れたが、それ以降はなされなかつた。そ
の月 (5月 22～31日 )の残存物を示す日々の放射性降

下物の地図の全データは、爆発の割り当てに恣意
的システムが使用されたため、ネクター後 100

日後に外挿法をもとに推定されたものである。
しかしながら、その期間に報告された放射性降下

物の大部分は、ヤンキーに出来すると思われる。
「放射能微塵」力`ヤンキー由来であると仮定し、

ヤンキー後 100日 間に報告された放射能を換算すれば、
地図上の値は 30～40%増加するはずで

ある。

スペースを節約するため、6月 の日々の放射性降下物は地図
に示されていない。その代わりに、

6月 の放射性降下物の一日平均と、各観測点でデ
ータが得られた日数が示されている。ここでも

また、外挿法による推定はネクターに基
づいており、爆発後 100日 後の放射能が示されている。

6月 中の放射性降下物の大部分はヤンキー由来である可能
性が高く、ヤンキーの 100日 後の値に

するためにはすべての値を約 25%大きくしなければならな
い。

「放射能微塵」の大気中移動の考察は、基本的に水平軌
跡に限定されてきたが、個々の放射1生粒

子が実際に通るコースは複雑な二次元現象であり、粒
子の落下速度、大気乱流、雨による洗浄、

山岳の影響などに左右される。

第 3章

世界各地への放射性降下物総量

31  キャッスル作戦における総量

キャッスル作戦の各実験 (クーンを除く)お よび、一連の実験全体による世界各地への放射性

降下物の総量は、監視ネットワークの報告結果に基づき算出された。観測点はどれも、爆発後の

一両日中に放射性降下物を浴びるように、実験地域のすぐ風下に位置したものがなかったために、

放射性降下物のなんといっても最大の部分である「近接放射性降下物」は計測されていないこと

は明白である。

図 3.1、 3.2を合成 した地図は、一連の企実験に対するすべての放射性降下物の総計を示す、1954

年 6月 30日 を通じて振つて 1954年 7月 1日 までに崩壊した総量を示している。地図には、1954

年 2月 28日 から6月 30日 までに監視ネットワークに降下した「放射能微塵」の累計が記載され

ている。「放射能微塵」は 7月 1日 までのものを、付録 Aに示した爆発値の割り当てに基づき外
挿法によって推定したものである。 (但 し、5月 21日 より後に発生した放射性降下物はヤンキー

実験によるものとして推定し直したため、これを除く。 2.6参照)

放射能等値線は、観測点間を内挿したもので、放射性降下物の世界平均値は数値積分法により

算出した全地球上の降下物の総量 22.73メ ガキュリーから 919d/m/ft2と なった。

(*こ の数値は地球の表面積を求めてチェックした)

32  個々の実験に対する総量

個々の実験による放射性降下物の総量を得るために、以下の方法を用いた。付録 Aの地図に示

したとおり、各観測点において、ある特定の爆発に割 り当てた放射性降下物の値を合計し、爆発

後 100日 目の総計数値を d/m/ft2で地図に記載した (5月 21日 より後に発生した放射性降下物

は、爆発の特定に疑間があるため、計算の対象外とした)。 観測点により 1日分のデータの欠沢1

があつた場合、その欠測値は内挿法により推定されている。データが何日も欠けている場合は、

合計数値を括弧でくくり、「放射能の下限値」と表示した。放射能等値線を引き、数値積分法によ

り放射性降下物の総計を算定した。

20ページと21ページは削除[訳注 :卜Ⅳ04645(EЮ抜粋版 (1984年に公開)では削除されてい

るが 10「04645(DED削 除版 (1990年代に公開)では掲載]
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図 3.1 1954,7,1時点でのキャッスル作戦による放射性降下物総量、
太平洋側半球、lDA71/FT2

先ず各実験の間隔を考慮しないままで、個々の実験結果を比較することは適切ではない。例え

ば、ブラボー実験の放射性降下物は、後に生じた 「放射能微塵」に覆われることなく、実験場と

なった地域でほぼ一ヶ月にわたり観測された。実験場から遠く離れた地域においては、さらに長

期間でさえ特定できた。一方、ユニオン実験の「放射能微塵Jは、9日 後に行われたヤンキー実
験の放射性降下物にすぐに覆い隠された。

ブラボー実験による放射性降下物の世界分布は、図 3.3、 3.4に示すとおりである。‐ロメオ実験

のものと断定された限られた地域における「放射能微塵」を例外として、1954年 2月 28日 から

4月 5日 までの期間の放射性降下物は、すべてこの実験によるものである。 (付録 A参照)。 爆発
100日 後までに調整されたブラボー実験の放射性降下物の放射能の平均値は 1937〃m晟2でぁり、
放射性降下物の総量は 4.79メ ガキュリー、あるいは 1954年 7月 1日 現在にして 3.74メ ガキュ

リーであった。

図 3.5、 3.6に示すのは、ロメオ実験における、爆発から 1954年 5月 3日 までの放射性降下物

の総計である。爆発後 100日 目の世界の放射能平均値は 1445d/m/ft2でぁり、総計は 3.57メ ガ

キュリー、あるいは 7月 1日 現在にして 3.71メ ガキュリーであった。3度 目の爆発であるクーン

に由来する「放射能微塵」は無いとされた。

ユニオン実験からの放射性降下物 (図 3.7、 3.8)が カバーしたのは 5月 12日 までで、最初の 2

つの爆発に比べ、いくぶん期間が短かった。これは、ユニオン実験のわずか 9日 後にヤンキー実

験が行われためである。世界の放射性降下物平均値は爆発後 100日 目において284d/m/ft2で ぁり、

総計は 0.70メ ガキュリー、または 7月 1日 現在にして 1.13メ ガキュリーであった。

ヤンキー実験の累積結果は、図 3.9、 3.10の とおりである。5月 21日 までの「放射能微塵」は

この実験のものに帰せられる。しかしながら、この期間以降に起こった放射性降下物にもヤンキ

ー実験由来のものが多く含まれているため、放射性降下物の総量は、前述の数値をはるかに上回

ることは明らかである。5月 21日 までの、ヤンキー実験による放射性降下物の平均値は、爆発後

100日 目の 1219d/m/ft2で ぁり、総計は 3.01メ ガキュリーであった。この数値は 1954年 7月 1

日に調整して 5.78メ ガキュリーになった。

ネクター実験の放射性降下物は、図 3.11に示すとおりである。この実験は強力なヤンキー実験

のわずか 9日 後に行われたため、ネクターによる「放射能微塵Jは、ほんの数 日間、実験場近く
の地域でのみ、特定が可能であった。ネクター実験による放射性降下物は、爆発後 100日 目に世

界平均値で 81d/m/ft2と なり、総量は 0.20メ ガキュリー、1954年 7月 1日 で 0.47メ ガキュリー

であった。
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33

キャッスル作戦全体において観沢1され
た放射性降下物の総量と生成された

ベータ放射能量を比

較することは可能である。『核兵器
の影響』 (4章、p.251)に与えられて

いる核分裂爆発エネルギ

ーとベータ放射能総量との関係が正し
いと仮定すると、標準原爆 (20kt)か ら生

じる核分裂生成

物のベータ放射能は、実験の 1日 後、約
266メ ガキユリーである。表 2.1に示す核分裂爆発

エネ

ルギーおよび、t‐ 12の法則により算定した
キヤツスル作戦での全

ベータ放射能は、表 3.1に示す

とおりである。

表 3.1

キャッスル作戦での
ベータ放射能物質総量

実験

1.ブラボー

2.ロ メオ

3.ク ーン

4.ユニオン

5.ヤ ンキー

6.ネ クター

総計

最初の 2つの実験、およびキヤツ
スル作戦全体の放射性降下物の観沢1値

と、生成された全ベー

タ放射能との比較を表 3.2に示す。残り
の実験については、実験の間隔が短

かく「放射能微塵」

の識別が適切に行えず、比較対象とな
らないため、個別に表示していな

い。

表 3.2

放射性降下物の観沢1値と全
ベータ放射能との比較

実験

ブラボー

ロメオ

キャッスル作戦

放射性降下物総量

1954年 7月 1日

(メがキュリ→

24ページから32ページまで削除[訳注 :雨0‐ 4645 Del鮨 J除版
では掲載)]

図 33ブラボーによる総放射性降下物、太平洋側半球 (DA1/FT2爆発後 100日 後 )
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図35 ロメオによる総放射性降下物、太平洋側半球 (D加1/FT2爆発
100日 後))
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図37 ユニオンによる総放射性降下物、太平洋側半球 (Dノト1/FT2爆発 loO日 後)
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図39 ヤンキーによる総放射性降下物、太平洋側半球
(D/M/F T2爆発 10o日 '後 )

図 3.11ネ クターによる総放射性降下物 (Dル1/FT2爆発 100日 後 )
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監視ネットワークの報告による「放射能微塵」の総量の割合が少ないのは不可解である。あ

性の強い「放射能微塵」の大部分がテスト場付近に沈降したとしても、これまで
の報告書でも

じられてきたとおり、実際、粘着フィルムを使用するやり方に欠陥があり、このような結果を

たらしているのかもしれない。

成層圏の蓄積の増大が重要になるという提起を、
「放射能微塵」の検出量が、アイビー作戦K

4%以上であつたのに対し、キャッスル作戦では約 1%であった'と いう事実によつて示してし。

キャッスル作戦で最も威力のあった3つの爆発が、アイビー・マイク実験よりはるかに強オ

あったため、「放射能微塵」のいつそう大きな割合が、最初に下部成層圏に運ばれたものとみら

る。

34  気象学上の解釈

ブラボー実験からの放射性降下物の全体 (図 3.3、 3.4)を見ると、放射能のほとんどが生応

れた緯度付近にとどまる傾向をはつきり示している。アイビー作戦の場合とは対照的に、
「放飛

微塵」が北に向かい太平洋高気圧域の西側に運ばれた証拠はない。ブラボ
ー実験では、日本 まヽ

「放射能微塵」はほ―とんど見られず、硫黄島でわずかに確認されたのみであ
つたが、アイビ‐・

マイク実験では、太平洋の島々の中で硫黄島が最も多く放射性降下物を浴びた。
この二つの設

の違いは、太平洋高気圧の西側域の位置と強さの季節による違いの結果である。こ
の高気圧れま

平均して、アリューシャン低気圧粋が南下している冬と早春には存在しないも同然である。

* 参考資料(分の表 6.2に示された数値は、計数装置の再キャリブレーシン (較正)に従い、修

正されている。修正された数値は下記のとおりである

世界での観測総量

(メがキュリーぐ53年 1月 1日 現在))

マイク

キング

アイビー作戦での総量

太平洋高気圧の西側が張り出すと、北に向かう
「放射能微塵」の量は増加するものとみられ5。

よって、5月 初めのヤンキー実験 (図 3.9、 3.10)の頃には、放射性降下物の多くが日本に降下し

た。日本列島の放射能汚染は夏と初秋の実験で最大となり、冬の実験ではほとんどな
いと推きさ

れる。また、冬場の実験では、日本での降水量は、西側斜面の限られた地域を除き非常に少な′ヽ。

日本の大部分の地域において降雨量が最も多いのは、温暖な季節、特に 6月 と9月 である。

一-26-―

同様に、比較的早期の放射性降下物を被る確率が最も高い他の居住地域で、実験場地域の東に

位置するメキシコと中央アメリカ、西に位置するフィリピン諸島では、冬が乾季で、温かい時期

に雨が多いため、他の季節に比べ、冬の実験での放射性降下物が最小となるとみられる。

3.5  各観測所における最大放射能最大値

監視ネットワークの各観測′点の個々の粘着フィルムについてサンプリング日に報告さ:れた放射

性降下物の最大値および、原因となつた爆発 (括弧内の数値)、 爆発後から放射性降下物が発生す

るまでの日数、降雨の観測を、図 3.12、 3.13に示す。放射能値は全て、サンプリング日に修正さ

れた d/m/ft2で表示している。図に示すように、ほとんどの観測点で、5番目のヤンキー実験の放

射能値が最も高かつた。このことは、ヤンキーがどの核実験においても最も高い核爆発エネルギ

ーをだしたという事実だけでなく、この核爆発には、気象条件が関連しているという結果である。

対流圏偏西風の風速が大きかったため、アメリカ大陸への「放射能微塵」の到着が早まつた。

また、東太平洋では西南西め風が吹いたため、南西部と南部の州を初期の「放射能微塵」が通過

することになった6

ヤンキー実験の比較的低い高さの直接の軌跡は一般的に東に向かつているが、太平洋の西側で

は季節がら、太平洋高気圧域の西側部分の強さが増して、アリューシャン低気圧が後退していた

ため、比較的低い高さの「放射能微塵」が日本列島に届いた。

SECRET

ヤンキー実験の爆発後、アメリカの 2つの観測点 (モ ンタナ州ビリングズとユタ州ソル トレーク

シティ)デサンプリング日に 200,000d/m/ft2を 超える放射能が観測された:ソル トレークシテ

ィでは乾燥した状態の放射性降下物、ビリングズでは雨に混じったものから得た結果である。こ

れらの数値データは、日本の各観測点が報告した放射性降下物の最大値よりも一桁多く、太平洋

実験場にずつと近い太平洋の島々の多くで報告された最大数値よりも大きかった。(注・クサイエ

島、ポナペ島、クワゼ リン島ではブラボ∵実験後、最大の放射能を受けたはずであるが、これら

の島の観沢1点で粘着フィルムによる観測を始めたのが、爆発後ほぼ 2週間経過した時′点であった

ため、報告された数値は、キャッスル作戦による放射性降下物の最大値を示すものではないと思

われる)



第 4章

特別観沢1

カロリン諸島ポナペ島において、粘着フィルムによる一連の特別収集作業が行われた。通常の

粘着フィルムによる観測 (ポナペ島では毎日、グリニッジ標準時 0時 30分に実施)に加え、現

地の粉塵などの影響を受けない空気を採集する目的で、風上の海岸近くに粘着フィル
ム台を設置

し観測した結果には、著しい違いはなかつた。もう一つの粘着フィルム台は、常設の台
の近くに

設置し、12時間おきに朝晩、フィルムの交換を行つた。放射性降下物が大量に生じた 11日 間は、

日中も夜間もほぼ同量の降雨があつたにもかかわらず、日中のフィルムが夜間のフィル
ムよりも

50%多い量の放射能を収集 した。夜間は大気の最下層が安定しているため、貿易風帯の 134平方

マイル (約 347km2)の島の日中の垂直温度減率の変化がわずかであるとはいえ、乱流渦からの

「放射能微塵」の降下が抑制されたためと思われる。

降雨による「放射能微塵」の降下調査のため、24時間フィルムによる収集と並行して、直径約

30イ ンチ (4.9平方フィー ト)の じょうごを用い、雨水のサンプルを採取した。収集された雨水

は観測期間終了ごとにろ過し、フィルターをニューヨークに送り分析した。ポナ
ペ島で放射性降

下物が最も多かった 9日 間については、フィルターが収集した放射能の総量は平均して 1平方フ

ィー トの粘着フィルムの 56%であつた。放射性降下物の比較的少なかつた 6月 中には、雨水フィ

ルターは粘着テープの 2倍の放射能を収集した。この結果は、大気中に留まつていた古い
「放射

能微塵」 (および、より小さな放射性粒子)を地上に降下させる降雨作用の重要性を示している。

付録 A

日ごとの放射性降下物地図

1954年 2月 28日 から5月 31日 までの監視ネットワークの日々の放射性降下物を示した地図

と、1954年 6月 中の日々の放射性降下物の平均値の地図を付録にした。放射能値は全て、 1平

方フィー トの粘着フィルムが 1日 に収集したものを爆発 100日 後に外挿法により推定し、d/mで

表示している。ほとんどの場合、同時に 2つの粘着フィアレムを使用し、それぞれの数値を表示し

ている。外挿法を用いる目的で、「放射能微塵」をどの爆発に割り当てたかを各地図に示す (5月

21日 より後の割り当てに関しては 2.6参照)。

相当量の放射性降下物 (爆発後 100日 後の外挿法による推定値が 1日 100d/m/ft2を超えるも

の)が生じた地域を線引きし、その放射性降下物がどの実験に起因するかを表示する。不確実性

がもつとも高い地域は破線で示している。

NYO-4645解 議 J_― 史 奄 片 ~― の 視 ′点 か ら

広島市立大学広島平和研究所講師 高橋博子

同報告書 「キャッスル作戦による世界的放射性降下物」 (NYO-4645,米 原子力委員会
ニュー ヨーク作戦室報告書 4645)は 、メ リル・アイゼ ンバ ッ ド博士の所属す る米原子
力委員会健康・安全研究所ニュー ヨーク作戦室の提供す るデータをもとに米気象局が作成

し、1955年 5月 17日 に提出された。キャッスル作戦はアメ リカ時間で 1954年 2月 28日 、

3月 26日 、4月 6日 、4月 25日 、5月 4日 、 5月 13日 の 6回にわたつてマーシャル諸島
のビキニ環礁で実施 された。その最初の実験であるブラボー実験 によって第五福竜丸が被

災 し、その被災事実が報道 されたため、放射性降下物 (死の灰 )の恐ろ しさが世界的に知
られ ることになる。 日本政府 の派遣 した俊骨丸の調査は、このキャッスル作戦 の一連の影

響を計測 し、重要なデータとして、世界の科学者 に共有 され ることになる。 しか しその一

方で、実験 当局側 は、世界規模の放射性降下物 についての調査計画 「サンシャイ ン計画」

を 1953年夏か らたちあげ、同報告書に示 されているよ うな詳細なデータを収集 し、機密資

料 として報告書を作成 していた。

1954年 3月 か ら日本では漁獲マグロがガイガーカ ウンターで 1分間に 100カ ウン ト計測

すれば破棄す る方針が とられた。 しか し第五福竜丸以外の被災船に乗船 していた乗組員ヘ

の調査は行われなかった。 1954年 11月 、「放射性物質の利用 と影響 に関す る日米会議」が

日本学術会議主催 で開催 された。米側の出席者 はアイゼンバ ッ ド博士 ら、ほぼ核実験当局

者である米原子力委員会の科学者だった。

ジ ョン・ア リソン米駐 日大使やアイゼ ンバ ッ ド博士 らの科学情報工作によって、 1954年

11月 の 日米会議 の結果 「1分間に 500カ ウン トを計測 して も安全だ」 とす る基準が作 られ

た。その結果、54年の 12月 にはマグロの調査が打ち切 られ、翌年の 54年の 1月 には米国
か ら日本に対 して 200万 ドルが対外活動本部か ら拠出 され、米国への責任 を問 うことなく、

政治決着が行われた。

同報告書に掲載 されている放射性降下物の降灰地図の一部は 1957年の米上下両院原子力

委員会の公聴会に提出され、一般の米国市民も目にす ることができたはずである。 1957年

の公聴会の場合は、『福竜丸』の著者でもあるラルフ・ ラップ博士を始め、放射性降下物の

深刻な影響 に対 して警告 を発す る立場の科学者 も招かれ、証言 した。同文書で掲載 されて

いる放射性降下物の世界規模での降灰地図 も、一部ではあるが、公聴会資料 として提出 さ

れた。ただ し翌年の 1958年に開催 された公聴会では、放射性降下物の影響を過小評価す る

米原子力委員会の科学者が中心に証言 し、批判的な科学者 は招かれなかった。

RIYO-46451ま 1984年に国防総省の監督の下、抜粋版が公表 された。 (竹峰誠一郎氏
が 2005年 に入手 )。 しか し報告書そのものは機密扱いであつた。

1986年 10月 には米下院エネルギー・商務委員会エネルギー保全および電力小委員会で

の 「アメ リカの核モルモ ッ トー 30年にわたるアメ リカ市民に対す る放射能実験」 とい う報

告では、18名 にプル トニウム人体実験を行つていたことを示 していた。(参照→木本忠昭「マ

ンハ ッタン計画における原爆技術体系 と軍事技術的性格 :放射能人体実験をめぐって」『 社

会文化研究』第 14巻 (1987年 )、 269-295頁。)アルバカーキ・ トリビューン紙のアイ リ

ーン・ウェルサム記者が 1987年か ら人体実験の対象 となつていた被験者やその家族 を探 し

出し、インタビューに基づいた連載記事を 1993年に掲載 した。同連載記事は 1994年度の

ピュー リツァー賞を受賞 し、社会的に大きなインパク トを与えた。

当時のオ レア リーエネルギー省長官 も、人体実験に関連す るような核兵器開発文書は、米

エネルギー省か ら米国立公文書館 に移管す る方針を うち出 し、ク リン トン政権 も 「放射能各サンプリング期間中の降雨については、

相当する水の量で表示する。

地図に示す記号に従い表示する。降雪に関しては、
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人体実験諮問委員会」を設置
し、同委員会は報告書をま とめ

た。 こうして、1990年代に人

体実験に関連す るよ うな核兵器開
発文書は、米エネルギー省か ら

米国立公文書館 に移管 さ

れた。また文書そのものをデータ
ベ ~ス化す る取 り組みが進み、 1990年代の終わ りに

は、

順 次 、 資 料 の 情 報 と と も
に 、 エ ネ ル ギ ー 省 の オ ー プ

ン・ ネ ッ トデ
~タ ベ ー ス

https7/WWW.OSti.gov/opennet/ね dex.iSp に
て PDFフ アイル化 して公開 してい る。 また、

資料情報はあるがまだ PDFフ アイル化 して
いない資料については、以下の連絡先

に連絡す

れば入手可能である、

DOE/NV Nuclear Test=Lg Archives, RO. BOX98521, City: Lasヽ
bgas, State: S)

Zip:89198‐ 8521,PhOne (702)295‐ 0712,Fax (702)295‐
1808,E‐ rFlail:CiαЭ゙ 、dOe.gov

機密扱いされていた NYO-1645も こうした流れで、削除
された部分はあるものの公表

された。それが NYO-4645(DEL2)(伊 東英朗氏が
2010年春に入手)で ある。以下「肖1

除版」 と表記す る。

NYO‐ 1645の 「抜粋版 (NYO-1645色の 」も NYO‐ 1645の
「削除版 (NYO‐ 1645(DEL2)」

も、1998年 6月 24日 にオープンネ ッ ト
・デー タυべ一`スにフ、り、ともに原文が入手

できる。

なお、資料の出典は  「抜粋版 Jは米原子力委員会、
「削除版」は米商務省である。放射能

人体実験の実態 についての情報が出
て くるきつかけとなつたのが、米下院

エネルギー・商

務委員会エネルギー保全お よび電力
月ヽ委員会であつたが、「削除版」も

エネルギー問題 を管

轄す る米商務省か ら出てきた。

同報告書の 日本語訳は双方で削除 され
てた部分 を補 った状態で翻訳 した も

ので、 より、

削除前の報告書 と近い ものにな
つている。両報告書を補 う作業は、

「肖1除版」を入手 した南

海放送の伊東英デ イレクターが丁寧
に行 つた。

留意すべき点は、同報告書の中で最 も注
目すべき図である 「■954.7.1時 点での

キャッスル作戦による放射性降下物総量」
が「抜粋版」では削除 されていた と

ころであ り、

また放射性降下物の総量な ど、もつとも重
要な数値が同 じく 「抜粋版」では削除

されてい

るところである。抜粋版の序文では
「機密箇所 を削除 し本報告書作成に関

わつた者お よび

国防総省核兵器局は、報告書
が正確 に原本の内容 を表現 してお り、削除

された箇所は、大

気圏核実験計画中に人々が受けた放
射線の量や種類に関す る研究にた

い しては、ほ とん ど

あるいは全 く意味を持たなし
や情報であると信ず る」 と述

べ られているが、こうした叙述が

信頼できない ことは、7月 1日 の図や放射性
降下物の総量な どを公表 して

いない ことか らも

明 らかである。

しか し 「削除版」 も核爆発の高度や き
のこ雲の高度に関連す る情報は本文中

か らことご

とく削除 されてい る。その一方で
「抜粋版 Jでは明記 されてい る。

抜粋版、削除版 を補つてもなお、削
除 されている部分があるが、今後検

証作業 による削

除情報の予測 とともに当該箇所
の情報公開請求をしてゆく必要があ

る。

さらに、報告書の中で
「日々の放射

J陛降下物の地図は、船舟自か らのデ
ータにはかな りの

不確実性があるため、陸地の観測所
か らのデータのみ記載 されている。船舟自

の位置は完全

には把握できず、*特に航行の途中、激
しいフオールア ウ トに晒 された船では

*、 処理や郵

送時のサンプルの二次汚染防止
の手順が十分ではなかつた。船舟自デ

ータは、放射性降下物

の地図への放射能等高線の描画、およ
び陸上観測所データの角翠釈に利用 さ

れた。」 とい う

記述があるが、 とても問題 となる箇所
である。 「激 しいフオールア ウ トに晒

された船」の

存在 を認 めていることと、そ
こか ら得 られたデータは放射 1生降下物

の 日々の地図にそのま

ま反映 されてはいない とい う点
である。同報告書で記 されている以上

の被害が予測でき、

福竜丸はもちろんのこと、そ
のほかの被災船が激 しいフオールア ウ ト

に晒 されていた可能

性が充分にあることを示 して
いる。
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報告書の中で「冬に実験すれば放射性降下物の影響をおさえられる」
「日本は夏が雨季

だから影響が大きいJと いう記述があるが、実際はその後そうしたことが配慮されるどこ

ろか、1956年 5月 5日 から 7月 22日 まで、レッドウィング作戦がエニウェトック環礁で、

1958年 4月 から7月 27日 には同じくエニウェトック環礁でハー ド・タック作戦が、つまり

は実験当局者である米原子力委員会の 1955年 に作成された同報告書も認める、放射性降下

物による汚染が大きくなる夏に実行されている。今後
「核の持込」はもちろんのこと、「核

実験による放射性降下物持込」の問題も議論してゆく必要がある。

なぜ、被曝状況の実態調査が包括的に行われなかつたかについての歴史的な研究が必要

であるとともに、高知県太平洋核実験被災支援センター (山下正寿事務局長)の収集した

被災船の乗組員の証言と同報告書を照らし合わせて、改めて、被曝の実態調査を学際的に

展開する必要が急務である。影響がないと証言してきた実験当局者である米原子力委員会

の科学者ではなく、実際に被害を受けた人々の証言を真摯に受け止めた上での、実験当局

者ではない立場の科学者による客観的な実相解明研究が重要なのである。

被爆者への影響を無視 した核実験の記録

山根和代 (国際平和博物館ネ ッ トワーク)

ビキニ水爆 (キ ャッスル作戦)の放射′性降下物に関す る資料 を読む と、いつ核実験をすれ

ばアメ リカに とつて都合が良いのかが書かれている。結論 には 「居住地域での早期の放射

性降下物 (死の灰 )の降る確率は、太平洋で冬季 に (核実験を)行 うことで縮小できると

結論付 けられ る。Jと 書かれてある。 この場合 「居住地域Jに大平洋の島々の人々は含まれ

ていなかったのではないだろ うか。なぜ な らば ミクロネシア連邦のコスラエ島、ポンペイ

島、マーシャル諸島のクフジャ リンでは、放射能の観測 を実験の約 2週間後 に行い、それ

以前には行っていなかつたか らである。

放射能の人体への影響 についてアメ リカは広島、長崎の被爆者の調査で知 っていたはず

である。被爆者 をモルモ ッ ト扱いに して治療はせず、データをアメ リカに持ち帰っている。

も しアメ リカが放射能の人体への影響について公表 していれば、世界の人々は核実験を行

うことを許 さなかつたのではないだろうか。

「熱帯地方以外ではアメ リカの南西部が、 日本の 5倍ほど死の灰 を受けている。Jと 資料

にあるが、 このことを一般のアメ リカ市民は どれだけ知 らされているのだろ うか。 日本の

漁船への影響は独 自に調査 してい く必要があるが、第五福竜丸以外に多 くの漁船が被災 し

ている。 このことについて本来な らば政府がきちん と調査 し、対策 を講 じるべきである。

それがなされていない今 日、高知県の山下正寿氏の長年にわたる調査、研究、そ してそれ

を南海放送のテ レビ番組で報道 されている伊藤英朗氏の地道な活動は、大変貴重である。

ニュージーラン ドのケイ ト・デ ュース博士 (国連軍縮顧問)は高知の漁船の船員が被爆

したことを調査 された山下氏に関す るテ レビ番組 を DVDで 見て、これは是非イギ リスの

BBCや アメ リカのテ レビで報道 してほ しい と述べている。第五福竜丸について知つている

外国人は少数であ り、ま してや第五福竜丸以外 の漁船の船員が被爆 したことは全 く知 られ

ていないか らである。太平洋における核実験によつて被爆 し苦 しんでいる日本人の船員、

太平洋の島々の人々、ニュージー ラン ドの元兵士の調査はそれぞれな されているが、今後

は調査結果について相互に交流 し、アジア太平洋ネ ッ トワークとしてデータをまとめて対

策 を講 じてい くことが必要であると思 う。
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複数船員
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2.

ビキニ事件と「第五海福丸元操機長日記」の要点について

2011年 1月 13日  高知県太平洋核実験被災支援センター山下正寿メモ

入手経過 25年 間のビキニ被災漁船員調査の中で、第五福竜丸に次ぐマグロを廃棄

(340本、3725貫)した重要な漁船として「第五海福丸」の追跡をしてき

た。2010年 11月 27日 の室戸調査で、「第五海福丸」元乗組員から証言を

得、幡多地域の元乗組員の調査中であつた。12月 25日 、土佐清水市窪津の

第五海福丸元操機長・山中武さん宅を訪問し、「日記」とメモを入手した。

「日記」① マグロ漁船では、主に漁労長や船長が「航海図」「航海日誌」の記入を義務

付けられており、第五福竜丸・筒井船長 「航海日誌」がある。「航海日誌」は

出港から帰港までの船の位置、風向き、操業記録が主であり、今後の操業の

ための記録である。この「日記」は、一人の漁船員の立場から、日常のマグ

ロ漁船員のくらしと思いを素直に記入したものであり、マグロ漁業の実態を

リアルに記録した今までに例の無いものである。

② ビキニ事件は主として「第五福竜丸の被災実態、帰港後の様子」を通じて

語られてきたが、この「日記」は第五福竜丸が、マーシャル海域を離れた

後のマグロ船の操業の様子が記録されている。第五福竜丸が帰港したこと

で問題となつた「事件」がマーシャル海域でも無線を通じて各船で話題に

なりながらも、操業を停止せず続行していたことなどが記録されている。

第五福竜丸は多くのマグロ船と共に操業していたが、最もビキニ環礁に近

く、核爆発の火球や「死の灰」を目撃し、いち早く危険を感じて海域を離

れたのであり、孤立した被災船ではなかったことを裏づけている。

③ マーシャル海域の操業中に、高知県籍の「第 2幸成丸」の操業やウェーキ

島に「第 7大丸」力`緊急入域したことなど、同じ船籍の船同志で交信をひ

んばんに行なつていたことが解る。交信の中に、第五福竜丸の被災、マグ

ロが売れなくなつていること、水揚げ港が指定されていることなど、そし

て入港前に船体を何度も洗うよう指示されていたことなど、また水爆実験

を行なつたアメリカヘの率直な怒りも記入されている。

④ 第五海福丸の航路が記入されている。

2月 21日 浦賀出発一-3月 1日 ミッドウエー南沖へ向かう (海荒れ模様)

3月 3～ 5日 「下痢、頭痛、体が痛む」(本人)一-6日 マーシャルに変更 (南

下)一-13日 ワ|き に東方海域 (ビキニより2000k m)操業開始～26日 (13

日間、漁が少ない)帰路―― (*27日 、第 2回核実験のときに、ビキニ 1500

)   ～1000kmに接近した可能性あり、3月 9日 に拡大された危険区域が周知さ

れなかつたもよう)… 3月 31日 危険区域を抜け出る一-4月 7日東京入港。

(*航海中3月 1日 と3月 27日 の 2回の水爆実験の影響を受ける。アメリ
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力原子力委員会のブラボー実験放射性降下物総量図では 20000p/m/ft2で

第五福竜丸と同じ危険数値内である。)

⑤ 入港してマグロ、船員、船体検査をうけた様子が詳しく記入されている (手

袋 1200、 自分の作業服 300カ ウント)。 検査が、水産庁、厚生省の職員

によつてなされた後も浦賀にて「アメリカ」側からも検査があり「大丈夫

だ」といわれている。また、沖合へのマグロ放棄を確認するために、水産

庁、厚生省の検査員が乗船したが、船酔いのために目的海域の途中、100

カイリ沖でマグロを放棄した事も記録されている。

⑥ その後「第五海福丸」はドック入りし、5月 18日 からの航海はマーシャル

を避け、南鳥島のカツオ漁に転じ、マグロ漁も 10月 よリミッドウエーの海

域にて操業している。 しかし、1955(S.30)年 2月 からビキニ海域に出港
した。この出港前に、本人は浦賀病院で肺結核の兆候ありと注意されたが

乗船し、ビキニ海域で操業している。5月 下船後、結婚準備のために土佐清

水に帰省したが、7月 より体調を崩し、8月 に結核と診断される。約 1年間

休養し治療に専念する。 (*1956～ 7年 日記欠落)

⑦ 1958(S.33)年 5月 ～8月 の核実験 「ハー ドタック作戦」で、計 34回の

核実験が行なわれた。8月 に乗組員の 1人が大津にて首つり自殺をしている。

核実験終了後、11月 に浦賀を出港し、ビキニと日本との中間海域 (小笠原

諸島南西沖)にて操業。1959(S.34)年 には 1月 に浦賀を出港し、ビキニ

海域近くで操業。帰途にビキニ危険区域を通過している。この航海中に乗

組員 1名 が病気となり、本人も「この 2～3日気分がすぐれない」と記入し、

入港後も「身体が痛い」と病院に行つている。3月 に再び出港するが、「局

長は出港以来身体の具合が悪くていまだに飯も食はず」と記入する。5月 に、

12年間乗船して第五海福丸を下船し、6月 から第 11徳寿丸に乗船し、E.175、

N.10ビキニ東方 (1000 k m)海 域にて操業した。

(*こ のように 1954年のビキニ水爆実験「キャッスル作戦」後もビキニ海

域でのマグロ船の操業は続けられ、乗組員の病状が深刻化していくことが

記録されている。政府調査船 「俊こつ丸」によつて海水 。大気・魚の汚染

が確認されながらも、マグロ船には操業中止や注告がされていないため、

何度も被災した可能性がある。)

3、 乗組員 1954年 3月 、乗組員 24名 (保険登録)2011年 1月 現在、判明者
16名、内病死 9名 (癌,心筋梗塞、胃潰瘍など)事故死 1名 、生存 6名

(既往症、結核・脳手術・胃潰瘍手術・各 1名。現在症、リンパ腺癌入院・

認知症入院・リュウマチ通院各 1名 )
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■ 第五海福丸(室戸船籍▽157トン▽船主口北村茂太)乗組員名簿  =2011年 2月 8日現在

役職 住所 症状、没年月日など

1、 漁労長 室戸市元 心筋梗塞(1984.12.27死亡)74歳

2、 船長 徳島県海陽町宍喰 高知市民病院入院▽黄だん▽がん、死亡

3、 機関長 室戸市元 34、 35年前に腎臓がんで死亡。49歳

4、 操機長 土佐清水市窪津 体の痛み▽結核▽糖尿病

5、 通信長 広島市中区江波一本松 実験時乗船かどうかは要確認

6、 甲板員 黒潮町佐賀小黒ノ川 08年に電話止まる

7、 甲板員 室戸市元(元小近く) 甲状腺肥大▽がん▽高知曰赤で手術、死亡

8、 甲板員 神戸市 01年脳に水、手術、脊椎圧迫で足が痺れる

9、 甲板員 土佐清水市布 胃漬瘍▽5、 6回手術▽大阪で死亡

10、 甲板員 土佐清水市布 病気、死亡、

11、 甲板員 土佐清水市布 腸がん、死亡

12、 甲板員 土佐清水市布 ケンカで刺され21歳のころ死亡

13、 甲板員 徳島県海陽町宍喰 存命

14、 甲板員 徳島県海陽町宍喰

15、 甲板員 室戸市元 詳細不明。知人ゼロ。

16、 甲板員 室戸市元甲 認知症で施設入所

17、 機関員 安芸市伊尾木 リューマチ▽肋骨変形▽甲状腺悪い

18、 機関員 宿毛市西町 肩張り、断食療法▽リンパ腺がんで県外入院中

19、 機関員 室戸市元甲 当時、めまいが日に2、 3回の頃も、胃漬瘍手術

20、 コック 土佐清水市中浜 胃がんで死亡・69歳

21、 高知市 長期にわたり体調悪く入院、二十回手術か

22、 機関員 室戸岬町(高岡地区) 盲腸炎。地区内に知人ゼロ

23、 長崎出身

24、

*は つきり存否が判明したのは17人。うち9人が死亡し、死因が「がん」とみられるのは5人。
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く編集後 記 〉

米エネルギー省ホームページから「キャッスル作戦」公文書を発見してから、約 6カ 月

間、英文和訳と専門家による検証が続いた。検証は始まったばかりで、今後人体に与え

る影響を中心に息長い分析が継続されると期待している。しかし、地球規模の放射能汚

染をもたらしたビキニ水爆実験の影響を示す図は、マーシャル諸島と第5福竜丸とその他

の被災船を結びつけただけでなく、実験国アメリカも被災国となったことを明らかにした。

アメリカには「広島。長崎の原爆投下は戦争を終わらせるためにやむを得なかった」

との世論もあるが、このビキニの水爆実験は「新たに核戦争を準備するための実験であり、

世界史上最大の環境汚染をもらたした」ことを証明した。また「核戦争=人類滅亡」の

可能性を示し、「核廃絶の道」の必要性を世界に示した水爆実験であった。しかし、こ

の「キャッスル作戦」は6回の核実験であり、太平洋の約300回におよぶ核実験の一部に

すぎない。アメリカ政府は「核廃絶」を主張する上でも、隠された核実験の実相を世界

に明らかにすべきである。日本政府も「広島。長崎。ビキニ」を結ぶ被災国として、「ビ

キニ事件」の解明をすすめるべきである。
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